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黄砂時のエアロゾルのイオウ同位体比

Sulfur isotope ratio of aerosol collected in Kosa period.
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　筆者らは日本の湿性降下物に含まれる非海塩性硫酸イオンのイオウ同位体比の測定を行っている。これまで

に、同位体比に冬高夏低の季節変動が認められること、冬季（１２月・１月）の同位体比は１０パーミル前後であ

ること、この同位体比は大陸で使用されている石炭に含まれているイオウの同位体に類似すること、以上から冬季

の湿性降下物には大陸の人為起源のイオウが含有されることを明らかにしてきた。

　２００１年１月と３月に、東北地方を中心として黄砂混じりの「赤い雪」が降った。「赤い雪」時の同位体比

はいずれも１０パーミル前後であった。３月は大陸からの人為起源の影響が少ないことから、黄砂によって同位体

比の高い硫酸イオンが飛来したことが推定される。

　一方、これまで日本で行ってきた観測によって、エアロゾルに含まれる非海塩性硫酸イオンのイオウ同位体

比も冬高夏低の季節変動が認められた。２０００年以降、黄砂が目立つようになってきた。最近の値については測

定中であり、今後の課題である。

　中国山西省太原でエアロゾルを採取し、含まれる硫酸イオンのイオウ同位体比を測定している。２００２年

春季に黄砂混じりの試料を採取した。黄砂の起源は、モンゴルから中国内蒙古地域である。同位体比は１０パーミ

ルの値で、「赤い雪」時の同位体比と類似している。

　中国の乾燥地帯の砂やレスに含まれている硫酸イオンのイオウ同位体比の測定も行っている。これまでにタ

クラマカン沙漠から敦煌までの測定値が得られた。同位体比は１０－２０パーミルであった。モンゴルから中国内

蒙古地域の乾燥地帯の硫酸イオンのイオウ同位体比は今後の課題である。

　本研究の一部は、文部科学省平成１５年度科学技術振興調整費による「風送ダストの大気中への供給量評価

と気候への影響に関する研究」の一環として行われたものである。
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